
















The construction of “Care Giver - Child Reciprocity” 
 Support System focused to Compassion Fatigue,  












with difficulty  in maltreated children particularly. Finally  I considered  the need of  this  support 
program.






























































































































































































































　＊ここでの養育者は、 子どもたちの成長発達、 自立を支援するために、 子ども及びその環境に対して主と





　　子どもの養育環境の設定 （生物、 心理、 社会的な支援）
　　子どものトラウマ体験へのアプローチ










　　養育者のトラウマ体験への支援 （トラウマに触れる支援、 トラウマに触れない支援、 トラウマと距離を置く
支援）





　　「生きている実感」 の共有体験―誰 「と」 時間 ・空間を共有しているかー
　　認知のずれ、 思い込み、 行き違いなどの修復による 「関係性構築」
　　養育の 5つの要点の相互性理解 （予測性、 感受性、 有用性、 志向性、 存在性）






































































































































































































































































































































































有用性合計 -0.042 -0.234＊ 0.624＊＊
相互性合計 -0.121 -0.147 0.425＊＊
共感満足合計値 -0.182 -0.354＊ 0.622＊＊




　 有用性合計 相互性合計 共感満足合計 共感疲労合計
有用性合計 1 　 　 　
相互性合計 0.314＊＊ 1 　 　
共感満足合計 0.688＊＊ 0.792＊＊ 1 　

























エピソードの共有合計 1 　 　 　 　
FR（おびえ） -0.058 1 　 　 　
FR（おびやかし） 0.1 0.429＊＊ 1 　 　
自己トラウマ合計 -0.153 0.288＊＊ 0.287＊＊ 1 　


















































「 否 認 感
情」




共感満足合計 0.191 0.089 1
共感疲労合計 0.022 0.256* -0.411** 1
「二次的トラウマ」 -0.059 0.262* -0.275** 0.892** 1
「PTSD 様状態）」 0.011 0.178 -0.423** 0.825** 0.624** 1
「否認感情」 0.0706 0.155 -0.346** 0.713** 0.524** 0.443** 1
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